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鳥取県西部犬猫センター整備運営業務企画提案書評価委員会（以下「評価委員会」という。）は、

鳥取県西部犬猫センター整備運営業務（以下「本業務」という。）に関して、落札候補者決定要領に

基づき、提案内容等の審査を行いましたので、評価結果及び評価講評をここに報告します。 

 

令和５年４月１２日 

 

  鳥取県西部犬猫センター整備運営業務企画提案書評価委員会 委員長 髙島 一昭  
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Ⅰ.  評価委員会 

 １ 評価委員会の構成 

   評価委員会の構成は、以下のとおりである。 

 氏名 役職等 

委員長 高島 一昭 公益財団法人動物臨床医学研究所所長 

委員 矢島 佳絵子 やじまアニマルクリニック院長 

委員 荒木 菜見子 国立米子工業高等専門学校総合工学科建築デザイン部門助教 

委員 柳 年哉 公立鳥取環境大学経営学部教授 

委員 遠藤 淳 鳥取県生活環境部くらしの安心局長 

 

 ２ 評価委員会の開催経過 

   評価委員会の開催経過は、以下のとおりである。    

回数 開催日 主な議題 

第１回 令和４年12月５日 企画提案書評価項目、評価基準、落札候補者の選定方法等 

第２回 令和５年３月15日 企画提案説明、企画提案書審査及び落札候補者の選定 

 

Ⅱ.  落札者の決定方法 

   本業務における落札候補者の選定は、入札価格に加え、事業に係る企画提案内容を総合的に評

価する総合評価一般競争入札方式により、次の手順で実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加表明書の受付 

 

参加資格の確認 

参加資格の確認 

資格審査結果の通知 

入札書・企画提案書の受付 

 

入札 

入札書の確認 

企画提案説明の開催通知 

 

企画提案審査 

提案書類の確認 

価格点審査 

技術点審査 

総合評価点の算定 

落札候補者の選定 

落札者の決定 

資格なしと認められ 

た者は失格とする 

予定価格を超える価 

格の入札者は失格と 

する 
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Ⅲ.  評価結果 

 １ 入札参加資格の確認 

   令和５年２月９日の締切日までに、２グループから参加表明書及び必要書類の提出があり、募

集要項に規定する参加者の備えるべき参加資格要件を有していることを確認するとともに、各グ

ループに対し、令和５年２月１４日付けで参加資格の確認結果を通知した。 

 

 ２ 提案評価 

 （１）入札提案書類の確認 

    ２グループについて、提出書類がすべて募集要項のとおり揃っていることを確認した。 

 

 （２）入札価格の確認 

    ２グループについて、入札価格が予定価格を超えていないことを確認した。 

 

 （３）事前評価・価格評価  

   ２グループから提出された企画提案書等について、企画提案書評価項目に掲げる評価項目を

満たしていることを確認するとともに、企画提案内容について、要求水準の未充足がないこと

を確認した。 

また、２グループから提出された入札書に記載された金額について評価を行い、得点を付与

した。得点化に当たっては、小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位表示とした。 

 

【価格評価の配点】 

評価項目 配点 

価格評価 ５０点 

 

【価格評価の得点化方法】 

 

 

 

【価格審査結果】 

 Ａグループ Ｂグループ 

入札価格（円）（税込金額） 253,400,000 254,840,000 

価格点 0.7 0.4 

 

（４）企画提案説明、落札候補者の選定 

   令和５年３月１５日に評価委員会運営要綱第６条第１項に基づき評価委員会を招集し、２グ

ループによるプレゼンテーション及び提案内容に関するヒアリングを実施した。 

 

 （５）技術評価 

評価委員会は、入札参加者から提出された企画提案書の各様式に記載された内容について、

評価項目ごとに評価を行い、委員ごとに得点を付与した。 

 

【提案評価の配点】 

評価項目 配点 

技術評価   

 １ 基本方針 ３０点 

 ２ 設計・建設に関する要件 １００点 

 ３ 運営業務に関する要件 ２００点 

価格点＝５０×（１－入札価格／予定価格） 
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 ４ 維持管理業務に関する要件 ６０点 

 ５ 付帯事業に関する要件 ２０点 

 ６ その他の要件 ４０点 

合計 ４５０点 

 

【技術評価項目の評価基準】 

評価区分 評価内容 点数 

Ａ 特に優れた提案（具体的かつ実現性のある内容かつ特に有益な優

れた提案である。） 

４点 

Ｂ 優れた提案（要求水準を満たし、独自の具体的かつ実現性のある

提案であること。） 

３点 

Ｃ 求める要求水準と同レベルの提案（基準点） ２点 

Ｄ 企画提案書に記述がない。著しく劣る又はまったく要求水準を

満たしていない提案 

０点 

 

【技術評価結果】 

評価項目 配点 Ａグループ Ｂグループ 

１ 基本方針 ３０ ２２．５ ２１．０ 

（１）基本的考え方 １６ １２．０ １１．２ 

（２）提案の特徴やアピールポイント １４ １０．５ ９．８ 

２ 設計・建設に関する要件 １００ ６４．０ ６５．６ 

（１）設計方針 ２０ １６．０ １６．０ 

（２）業務体制 ２４ １４．４ １３．２ 

（３）機能性 ２８ １８．２ １９．６ 

（４）環境配慮等の県施策の反映 ２８ １５．４ １６．８ 

３ 運営業務に関する要件 ２００ １３４．２ １２９．８ 

（１）業務方針 ２８ １８．２ １６．８ 

（２）業務体制 ２８ １８．２ １５．４ 

（３）収容犬猫の飼養管理 ３２ ２０．８ １９．２ 

（４）犬猫の捕獲、収容 ３２ ２４．０ ２２．４ 

（５）動物愛護普及啓発業務 ４０ ２７．０ ３０．０ 

（６）譲渡促進業務 ４０ ２６．０ ２６．０ 

４ 維持管理業務に関する要件 ６０ ３３．０ ３３．０ 

（１）建築物、備品保守管理業務 ３０ １６．５ １６．５ 

（２）清掃・環境衛生管理業務 ３０ １６．５ １６．５ 

５ 付帯事業に関する要件 ２０ １５．０ ７．０ 

（１）自主事業の提案内容 ２０ １５．０ ７．０ 

６ その他の要件 ４０ ２４．４ ２４．４ 

（１）対応方法等 １２ ６．６ ６．６ 

（２）リスク管理 １６ ８．８ ８．８ 

（３）モニタリング １２ ９．０ ９．０ 

技術点合計 ４５０ ２９３．１ ２８０．８ 
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 （６）総合評価 

   評価委員会は、価格点に技術点を加えた値により総合評価点を算出し、総合評価点が最大とな

る提案を行ったＡグループを落札候補者として選定した。 

 

【総合評価結果】 

 Ａグループ Ｂグループ 

技術点合計点 ２９３．１ ２８０．８ 

価格点 ０．７ ０．４ 

総合点 ２９３．８ ２８１．２ 

 

Ⅳ.  評価講評 

 １ 基本方針    

評価項目 評価講評 

（１）基本的考え方 ・Ａグループは、動物は家族の一員であるという考え方のもと、センタ

ーが中継役を務めることによる適切な飼い主との出会いの促進や飼

い主との出会いから引き渡し後のフォローアップまで適切なサポー

トの実施、適切な飼育環境や栄養、医療の提供、動物の心理的な負担

の軽減など、動物の福祉への配慮が評価された。 

・Ｂグループは、独自のＨＰ、ＳＮＳ等の活用や他団体との連携による

飼い主への返還の推進、毎日が譲渡会というコンセプトのもと譲渡

の促進、ＴＮＲ活動に関する他団体等との協働の拠点としてセンタ

ーを活用する点などが評価された。 

（２）提案の特徴や

アピールポイント 

・Ａグループは、ボランティア団体や動物病院等との情報共有により

適切な譲渡を行う点、民間企業等から寄付、支援を募り運営等に活用

する点、温かみが感じられる外観とする点など県民に親しまれる施

設とする提案が評価された。 

・Ｂグループは、センター内に新たなボランティア組織の設置が計画

されている点、犬猫好きでない方も参加できるイベントを開催する

ことで県民に親しまれる施設となるような工夫が評価された。 

  

２ 設計・建設に関する要件 

評価項目 評価講評 

（１）設計方針 ・Ａグループは、犬飼養室と猫飼養室のエリアを明確に区分し、飼養動

物のストレス軽減等への配慮がされている点、利用者が譲渡可能な

猫を気軽に見学し、触れ合える猫展示室の提案などが評価された。 

・Ｂグループは、屋外広場が皆生プレイパークに隣接するよう配置さ

れている点が評価された。 

・Ａ、Ｂグループとも犬飼養室から専用テラスを経由して、直接屋外に

出られ、犬のストレス軽減等に配慮されている点が評価された。 

（２）業務体制 ・Ａグループ、Ｂグループとも、木造施設の設計実績、施工実績を十分

に有している点が評価された。 

（３）機能性 ・Ａグループは、屋根を瓦葺とするなど塩害、長期使用に配慮されてい

る点、屋外に３ヶ所の休憩スペースを設け、多様な利用ニーズに配慮

されている点などが評価された。 

・Ｂグループは、荒天時の運動スペースとして利用できる屋根付きの

休憩スペース、空調負荷を低減する全熱交換器等の設置、災害時の発

電設備等を整備などの提案が評価された。 

（４）環境配慮等の

県施策の反映 

・Ａ、Ｂグループとも、屋根に太陽光発電設備を設置し、再生可能エネ

ルギーの使用を積極的に行う点などが評価された。 
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３ 運営業務に関する要件 

評価項目 評価講評 

（１）業務方針 ・Ａグループは、アンケート調査等による利用者の意見等の把握の他、

ＨＰやＳＮＳ等のオンラインサポートの充実により、センターに来ら

れない場合のコミュニケーションにも配慮されている点が評価され

た。 

・Ｂグループは、利用者が直接書き込める非公開サイトの構築や意見等

の対応方針等をＨＰやＳＮＳ等で公開する点などが評価された。 

（２）業務体制 ・Ａグループは、運営管理責任者、運営管理副責任者（ともに動物取扱

責任者等の有資格者）を配置し、イベント開催時は法人の従業員（動

物取扱責任者）がサポートする体制が構築されている点が評価された。 

・Ｂグループは、全ての土日祝のイベント開催など積極的な提案は評価

されるものの、運営管理責任者の負担が大きい体制となっており、組

織としての業務の継続性に課題があるとの意見が出された。 

（３）収容犬猫の

飼養管理 

・Ａグループは、法人のドッグトレーナーなど専門家による問題改善の

トレーニング、犬猫の特性に応じた運動や社会化トレーニングが行わ

れる点などが評価された。 

・Ｂグループは、悪天候の場合の屋根付き休憩スペースを利用した運動

の提案などが評価された。 

（４）犬猫の捕獲、

収容 

・Ａグループは、動物の生態や心身に配慮した捕獲を行う点などが評価

された。 

・Ｂグループは、業務記録をセンターサーバー等に保管し、県と共有す

るなど業務の効率化を行う点が評価された。 

（５）動物愛護普

及啓発業務 

・Ａグループは、飼い主等の知識や経験に応じた様々なパターンの講習

の開催、獣医師等が行う看護、介護等の講習等の開催、高齢者等を対

象としたアニマルセラピーなど、犬猫以外の動物とも触れ合う交流イ

ベントの開催が検討されている点などが評価された。 

・Ｂグループは、土日祝、平日の時間内外を問わない講習会等の開催や

動物福祉講習会等の開催、散歩、えさやりなど業務ごとのボランティ

アを設けるなど積極的なボランティアとの連携が評価された。 

（６）譲渡促進業

務 

・Ａグループは、団体、個人ボランティアとの協働による譲渡会の開催、

複数のボランティア団体と連携した大規模な動物愛護イベントの開催

実績が評価された。 

・Ｂグループは、要求水準以上の譲渡会・譲渡前講習会の開催回数の提

案や、ボランティアや市民が参加する具体的な譲渡会企画の提案が評

価された。 

 

 ４ 維持管理業務に関する要件 

評価項目 評価講評 

（１）建築物、備品

保守管理業務 

・Ａグループ、Ｂグループとも、建物の診断・点検方法等について、要

求水準どおりの計画がされている点が評価された。 

（２）清掃・環境衛

生管理 

・Ａグループ、Ｂグループとも、資材等の保管、清掃・点検方法等につ

いて、要求水準どおりの計画がされている点が評価された。 

 

 ５ 付帯事業に関する要件 

評価項目 評価講評 

（１）自主事業の

提案内容 

・Ａグループは、センター内に別棟を設け、生活相談・食事相談、生活

用品、看護・介助・看護用品の販売など動物愛護と動物福祉をともに

促進する自主事業を行う点、自主事業で得た利益をセンターの運営管

理に充当が可能な点、また、法人が行う動物関連事業とセンター運営

事業との相乗効果が期待できる点などが評価された。 
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 ６ その他の要件 

評価項目 評価講評 

（１）対応方法等 ・Ａグループ、Ｂグループとも、予算内での整備運営が可能な計画であ

る点が評価された。 

（２）リスク管理 ・Ａグループ、Ｂグループとも、災害リスク管理や緊急事態への体制が

取られている点が評価された。 

（３）モニタリン

グ 

・Ａグループ、Ｂグループとも、利用者や外部関係者等の意見の聞き取

り、意見を事業に反映する仕組みがある点が評価された。 

 

 ７ 総評 

本業務は「鳥取県動物愛護管理推進計画（第３次計画・令和３年３月策定）」に掲げる目標であ   

る「動物殺処分ゼロ」の達成に向けた取組みを促進するとともに、県内でも猫の収容数、犬猫に係

る苦情、相談が多いという西部地区の課題を改善するため、現行の西部犬管理所に動物愛護普及啓

発機能を付加した「鳥取県西部犬猫センター」を整備・運営するものである。 

施設整備は、県発注工事では初となる設計、建設と管理運営事業を一括で発注するＤＢＯ

（Design-Build-Operation）方式として、民間事業者のノウハウや創意工夫を活用することにより、

動物愛護の普及啓発及び譲渡等の促進を図ることとした。 

 今回、本業務の事業者公募に対して２グループから応募があり、これまでの事業実績や犬猫の保

護活動等に基づき、鳥取県西部犬猫センターの運営に留まることなく、動物愛護活動等を通じた周

辺地域の活性化等にもつながる多様な視点で、積極的な提案をいただいた。 

 いずれの提案も優劣をつけることが難しく、本事業の目的とする動物愛護の普及啓発や犬猫の殺

処分ゼロに向けた譲渡等の促進が大いに期待されるものであった。 

 評価委員会では、「Ａグループ」の提案は「動物は家族の一員」という動物福祉を最優先とする

考え方に基づいたもので、動物のストレス軽減に配慮した飼養室等の提案、専門家等による飼養動

物の社会化・問題解決トレーニング、センターが仲介役となる新たな飼い主との出会いの促進、飼

い主等の知識・経験等に応じた様々な講習会開催並びに事業者社員によるサポート体制などを高く

評価し、同グループを落札候補者として選定した。 

 また、落札候補者として選定した「Ａグループ」の提案については、以下の付帯意見を参考とし

て、県と十分に協議され、今回提案された内容を確実に行うことで、本業務の目的が達成されるこ

とを強く期待するものである。 

 

【付帯意見】 

・飼養室は、天井付近の壁を開放する提案となっているが、感染症の拡大防止を考慮し、猫飼養

室の一部は天井まで壁を設けて、空間を明確に分離するよう検討すること。 

・施設が海側に開かれているので、防風対策を検討すること。 

・提案内容が確実に実施されるよう、業務内容をマニュアル化し、県がチェックする体制を整え

ること。 

 


